
 

 

 

 

 

 

ＯＤＦの体積分率（ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ）におけるＢＯＸ定量評価 
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概要 

 ＯＤＦ解析時、体積分率の計算でプロファイル関数ではなくＢＯＸ内の定量が行われている。 

   以下のプロファイル（ｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇ）を作成し評価してみます。Ｇｒｅｔｉｏ＝２．０ 

 ｓｔｅｐ＝１．０ｄｅｇ   Ｇｒｅｓｔｉｏ＝２でＢＯＸプロファイルが作成される。 

  

 Ｓｔｅｐ＝５ｄｅｇ（ｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇで作成） 

  

 ｆｗｈｍ＝１５ｄｅｇですそ野は±１０ｄｅｇに広がる。 



評価する極点図 

 ｃｏｐｐｅｒ、ｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇ、ｓｔｅｐ＝５ｄｅｇ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる評価 

Ｂｏｘ評価 

  

Ｇａｕｓｓ評価 

  

 Ｇａｕｓｓ関数で対応出来ている。 



ＭＴＥＸ評価 

 ＡＳＣデータを import 

 ／／XRDデータをＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで解析 

 SS= specimenSymmetry('orthorhombic') 

 copper= orientation.byMiller([1 1 2],[-1 -1 1],CS、SS) 

 pf = PoleFigure.load(fname,h,CS,SS,'interface','xrd'); 

 odf=calcODF(pf) 

  

 [value,ori]=max(odf,'numLocal',5) 

value =  140.8756   79.8301    0.1244    0.0764    0.0241 

ori = orientation (Aluminum -> xyz (mmm)) 

      size: 1 x 5 

      Bunge Euler angles in degree 

       phi1     Phi    phi2    Inv. 

    90.1462   36.12 224.906       0 

    139.783 60.3725 244.607       0 

    163.205 47.6531 204.157       0 

    140.184 19.6536 206.806       0 

    160.618 26.1604 161.847       0 

   

volume(odf,copper,15*degree) 

  progress: 100% 

ans =    0.9384 

  体積分率 ９３．８％を得る 

  注意：Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃで解析を行うと体積分率は半分に計算される。 

  ＸＲＤの測定ではｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで測定されている。 

 



ＮｅｗＯＤＦ評価 

  

 

分率＝１．０で対応できている。 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ評価 

 

 

 ODF解析に失敗している 

 

 

まとめ 

 ＭＴＥＸでは読み込み時の状態ではＴｒｉｃｌｉｎｉｃで処理される。 

 SS= specimenSymmetry('orthorhombic') 

 でＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化が重要 


